
項 目 内 容
名称 タマリンド [英]Tamarind、 Indian data [学名]Tamarindus indica L.

概要 タマリンドはよい香りのするハーブで、熱帯アジアとアフリカ原産。常緑高木で高
さ10～20 mまで生長する。果実は6～15 cmの長さ
の
豆果で、薄くもろい外果皮と繊維質で甘酸っぱい果肉
をもち、12個程度の種子を含んでいる。西インド諸
島、メキシコなどでは料理にはよく利用されているよ
うである。果肉は甘く、甘味飲料の調製や菓子などに
加えられる。緩下作用を有するが、調理の過程で消失
すると報告されている。別項のガルシニア・カンボジ

アもタマリンドと呼ばれることがあるが、全く別のものである。

法規・制度 ■食薬区分
・ガルシニアカンボジア (インディアンデイト/ゴラカ/タマリンド) 果実、果皮、
茎、種子、根、葉、花︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断し
な い成分本質 (原材料) 」に該当する。

■食品添加物
・既存添加物
香辛料抽出物 (香辛料/スパイス)︓苦味料等
タマリンド色素 (フラボノイド/フラボノイド色素)︓着色料
タマリンドシードガム (タマリンドガム/タマリンド種子多糖類/タマリンド)︓増



粘安定剤
・天然香料基原物質リスト
タマリンドが収載されている。

■海外情報
・米国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質

分析法 -

有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた文献の中に見当たらない。

消化系・肝臓 調べた文献の中に見当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた文献の中に見当たらない。

骨・筋肉 調べた文献の中に見当たらない。

発育・成長 調べた文献の中に見当たらない。

肥満 調べた文献の中に見当たらない。

その他 調べた文献の中に見当たらない。
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